
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 最後にお母さんへ手紙を送ってからだいぶ時間が経ちましたが、『アウシュヴィッツのスーツケース』とい

う本を新しく読みましたので、この本を読んでどのような印象を持ったか、伝えたいと思います。 

 ダニエラ・パルンボによって書かれたこの本は、私を特に感動させました。戦争の時代を生きた4人のユダ

ヤ人の子ども達について書かれていますが、彼らはナチスによって悲劇的な最期を迎えました。もう少し詳し

く見てみると、イタリア人のカルロは電車がとても好きで、ドイツ人のハナは兄弟のヤコブが連れていかれて

しまってからというもの、星を見ながら夜を過ごしています。小さいエメリンはフランス人ですが、ユダヤ人

に義務付けられた黄色い星を着けることを拒みます。ポーランド人のダヴィドはバイオリンを固く抱きしめな

がらワルシャワのゲットーから逃げ出しました。彼らが、私が読みながら涙を流した感動的なこの本の主人公

たちです。 

 私はこの本が大好きです。そして、お母さんも読んでみたらとても好きになると思います！ 

愛をこめて 

エレニ 


